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１．補助事業の概要 

 

（１）事業の目的 

被災地の子どもたちと日々接している教職員や保護者を対象に、「がっこう応援便り」復興支援号を配

布。不足していた「心のケア」の知識、具体的な方法を伝達する。 

 

（２）実施内容 

 「がっこう応援便り」復興支援号の取材、製作、配布 

取材: 岩手県釜石市を中心とした現地でのヒアリング 

阪神・淡路大震災を経験した教諭、心のケア専門家への取材 

澤穂希選手への取材（応援メッセージ）など 

 製作：「がっこう応援便り」復興支援号 （特集：子どもたちの心のケア） 

  ・版形：AB版 16ページ オールカラー 

・部数：15,000部 

配布：被災を受けた公立小中学校約 450校ほか 

   社会応援ネットワークホームページから、全頁を PDFでダウンロード可 

 

２．予想される事業実施効果 

 被災地の教職員が、「心のケア」についての知識と技術を身につけ、学校内で子どもたちに自信を

持って接することができる 

 教職員が負担なく「心のケア」についての授業をすることができる（冊子内のイラスト図説、吹

き出し部分を読めば、そのまま授業ができるような構成になっているため） 

 保護者が家庭で、子どもたちとリラクセーションの動作法を取り組めるようになる 

 

３．本事業により作成した成果物等 

 ●「がっこう応援便り」復興支援号（特集：子どもの心のケア） 

 

 

 

 

 

 

 



【参考資料】 

 ※「がっこう応援便り」の記事掲載【2012年 1月 23日「日本教育新聞」】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「がっこう応援便り」の記事掲載【「サイクリングジャパン」2012年春号】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※「がっこう応援便り」の紹介【「ひまわり通信」第 1号 2012年 7月 7日発行】 

（社会応援ネットワーク会報紙） 

 

 

 


